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This paper describes breeding cycle of the scallops , Pecten(Notovola)

albi cans (SCHROTER), cultivated by hanging method in Etomo Bay, Shimane 
Prefecture, using maturity factor and histological techique . The observa-

tion by optical microscopy is classified as follows: immature stage(July to 

October), follicular stage(late September to October),growth stage(late 

October), mature stage (November to Februry), spawning stage (late February 

to May), post-spawning stage(late March to June). The maximum and minimum 

of maturity factor indicate in late January just before spawning stage and 

July after post-spawning stage, respectively. This results are explained in 

terms of the seasonal maturity condition of the gonads . The set of results 

suggest that spawning take place actively from mid-February to early in March.

イ タ ヤ ガイ Pecten (Notovola) albicans は本邦沿岸の砂泥地に生息する雌雄同体の二枚貝

で・突発的な大量発生,漁 獲の豊凶が著しいことなどで知 られている。本種の生物学的知見は少な

く,繁 殖に関しては玄海灘および鳥取砂丘沖における調査で産卵期の推定が行われているに留まる
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最近筆者らは生殖巣の成熟状態の周年変化に関する肉眼観察,成 熟度指数および組織学的観察を

行 い,こ れ らの 間 の関係 に つい て検 討 した。

材 料 お よ び 方 法

供試材料はig77年11月 に,島 根県隠岐島犬来地先で漁獲され,同 県恵曇湾内で垂下飼育さ

れたもの.である。

材料 の 採 取 は1978年1月 か ら12月 にわた り月1～2回 お こな った。 採 取 した イ タ ヤガ イは

合計270個 体で あ り・ 殻長 ・・体重 ・生 殖巣 重 量等 を測定 し,成 熟 度 指数(生 殖 腺重 量/体 重 ×100)

を算 出 した 。 ま た生 殖 巣 の組 織観 察 を行 うた め,毎 週5～10個 体合 計180個 体の 生 殖巣 を プア ソ液



で固定 した。 固定 後通 常 パ ラ フィ ン法 に よ り8μmの 切 片 と し,デ ラ フ ィール ド氏 の ヘ マ トキ シ リ

ン ・エ オジ ンニ重 染色 に よ り検鏡 した。

結 果

生殖 巣の 位置 と形 態 本種の内臓のうは閉殻筋の前腹面に付着し,生 殖巣はその大部分を占

め,内 部には中腸腺が走 っている。同一生殖巣で卵巣は舌状の先端部側を2,/3近 く占め,精 巣は基

部側を占める。組織学的には生殖巣全体は単層の扁平上皮細胞 とその内測にある コラーゲソ繊維の

結合組織層によって被われてお り,内 部は濾胞上皮,消 化管および繊毛管より構成されている。

生殖細 胞 の 発達 過程 卵原細胞は濾胞上皮にそって存在し,数 細胞がかたまっている場合も

ある。形状は短棒状で長径2.5～3μm程 度であり,ヘ マ トキシリンによく染まり青紫色を呈する。

卵原細胞の発達増殖につれてごく小型の卵母細胞が濾胞上皮上に出現する。卵母細胞は明るい核の

中に1個 の仁を有し卵の発育に伴って成長を続ける。 このころの卵母細胞は濾胞上皮にそって両側

に細胞質を伸ばしており,凸 レンズ状を呈しているが,卵 核胞径10μm程 度の卵母細胞に成長する

とほぼ円形になる。さらに発育が進み卵母細胞は卵柄を有して濾胞中央に突出する。この時期の卵

核胞は径30μm程 度である。濾胞上皮から離脱した卵母細胞は長方形,長 円形あるいは多角形を呈

し中央部 に存在 し,卵 核 胞 は 径35-50μm程 度 で ある。

精原細胞は濾胞上皮上に数個一群となっていることが多い。径約5μmの 核を有し,内 部に仁ある

いは染色物質が存在するが他の雄性生殖細胞に比較してやや明調である。精母細胞は精原細胞より

やや小型でヘマ トキシリンを強 くとる。第1精 母細胞と第2精 母細胞との区別は明らかでなかった。

精母細胞は減数分裂により径2・～・3μm程 度の精細胞になる。 精細胞はさらに変態をへて精子にな

るが,精 子は頭部を濾胞上皮に向け,エ オシン好染性の尾部は束状になっている。

生殖巣の季節変化 生殖巣の周年変化の過程を組織学的観察;成 熟度指数および鮮時におけ

る外観,色 調等に基づいて検討した ( Fig. 1, Fig. 2 )

組織学的観察においては,二 枚貝の生殖巣発達過程をいくつヵ・に段階区分して記載することが立

石 ・安達3≧ 高4),和 久 井 ・小原5≧ 管 野 ・谷 田6),森 ら7)の 研 究 に おい て行 われ てお り,こ こで は

下記の6段 階に分けて検索を進めた。未熟期:濾 胞内は完全に空腔で濾胞上皮上には生殖原細胞が

みられる(Plate,1-2)。 濾胞期:卵 巣では小型の卵母細胞が濾胞上皮上にならぶ。精巣では精

原細胞から精母細胞への発達がみられる。濾胞中央部は未だ広い空腔である(Plate,3-4)。 成

長瑚:卵 母細胞は成長して体積を増 し,濾 胞中央に伸長す筍ためいpゆ6
.#iなし型1を呈するg精 巣

では精原細胞から精細胞・i情子までの連続した発達過畢が観察される(Plate,5-6)。 成熟期: .

坤巣では卵母細胞で濾胞内は充満する。精巣では精子で濾胞内は充満し精子の集合により放射状あ

るいは渦巻状を呈する(Plate,7-8)。 放出期:放 精 ・放卵により濾胞内に空所が認められる



Fig. 1. Frequency distribution of seasonal gonad condition. H istgram shows

percentage of ovary (shaded)and testis (unshaded).
A : inmature stage. B : follicular stage. C : growth stage 

D : nature stage. E : spawning stage. F : post- spawning stage.

図 ユ 生殖巣状態の季節的頻度分布 卵巣(影),精 巣(白 ぬき)

A:未 熟期B:濾 胞期C:成 長期D:成 熟期

E:放 出期F:放 出後期

Fig. 2. Seasonal fluctuation in maturity factor of the gonads. Vertical 

       bars indicate standard errors of the mean .

図21成 熟度指数の季節的変化
,



Plate-1

                        Explanation of Plates 

All figures are taken from the Japanese Bay Scal lopgonads which were fixed in 

BOUIN'S solution, sectioned by paraffin method and stained with DELAFIELD'S 

hematoxyl in and eosin. x:72 
Fig. 1. Ovary at immature stage (August). 

Fig. 2. Testis at immature stage (August). 

Fig. 3. Ovary at follicular stage (Septmber) . Young oocytes are present in follicle 

     epithelium. 

Fig.4. Testis at follicular stage (September). 
Fig. 5. Ovary at growth stage (October) . Many young oocytes develop from follicle 

      epithelium and are projected into the center. 
Fig. 6. Testis at growth stage (October) . Germ cells in various stage of maturation 

      can be seen.



Plate-2

Fig. 7. Ovary at mature stage ( January) . Ovary i s filled with full-grown 

        oocytes. 

Fig. 8. Testis at mature stage (February) . Full developed testis is filled 

        with sperms . 

Fig. 9. Ovary at spawning stage (March). Spent gonad is characterized by the 

        appearance of large space. 

Fig. 10. Testis at spawning stage (March) . 

Fig. 11. Ovary at post- spawning stage (May). Unspawned or degenerative germ 

        cells are often founed. 

Fig.12. Testis at post-spawning stage (June).



図 版 説 明

プア ン固定,通 常 パ ラフ ィ ン法,お よび ヘ マ トキ シ リ ン ・エ オ シ ン染色法 に よ り得 られ た イ

タヤガイ生殖腺 の 組織 像,倍 率 は約72倍 。

Fig1.未 熟 期 の卵 巣(8月).

Fig2.未 熟期 の精 巣(8月).

Fig3.濾 胞 期 の卵 巣(9月).小 型 の卵 母細 胞 が 濾胞 上 皮上 にみ られ る。

Fig4.濾 胞 期の精 巣(9月).

Fig5.成 長 期の 卵 巣(10月).卵 母細 胞 は成 長 し,濾 胞 中央 部 に伸長 す る。

Fig6.成 長期 の精 巣(10月).各 種 の 発達 過 程 の細胞 がみ られ る。

Fig7.成 熟期 の卵 巣(1月).卵 母 細胞 で濾 胞 内 は充満 す る。

Fig8.成 熟期 の精 巣(2月).精 子 で濾 胞 内 は充 満す る。

Fig9.放 出期 の卵 巣(3月).放 卵 に よ り空所 が 観察 され る。

Figlo.放 出期の 精 巣(3月).

FiglL放 出後 期 の 卵巣(5月).未 放 出や 変形 した細 胞 が認 め られ る。

Fig12.放 出後 期 の精 巣(6月).

(Plate,9-10)。 放 出後 期:放 精 ・放 卵 が 終 了 し濾 胞 内 は ほぼ 空 腔 にな る。 また 放 出 され なか

った卵 母細 胞や 精子 が 残存 して い る状 態お よび それ らが遊 走 細胞 の 出 現 に よ り破 壊 ・吸収 され る状

態も この段 階 に入 る(Plate,11-12)。

調査 を開 始 した1月 下旬 に採 集 され た生 殖 巣 は卵 巣 と精 巣 の識 別 が可 能 で,卵 巣 は榿 赤 色,精 巣

は黄 白色 を呈 し,表 面 は光 沢 を帯 び て いた。 成 熟 度 指数 は調 査 期 間 中の 最高 値7程 度 を示 し
,著 し

く膨張 してお り,内 部 を走 ってい る消化 管 は外 部 か ら認 め られ な い。 この よ うな 生殖 巣 で は成 熟期

の状態 が観察 で き る。2月 下 旬 に検 した もの の 中に は放精 ・放卵 に よ り濾胞 内 の空 所 が認 め られ る

個体 もあ り,外 観 で はや や 軟弱 で 退 色 した生 殖 巣 が約 半 分 を しめ た。3月 には 成熟 度 指数 は2 .8程

度に低 下 し,多 くの生 殖 巣 で放 出 期 に達 して お り,下 旬 に はす で に放 出後 期 に達 し てい る もの もみ

うけ られた。 この ころの 生 殖巣 は 退縮 して卵 巣 は淡榿 色,精 巣 は 白色 にな る。4月 下 旬 か ら6月 に

カ・けて この生殖 巣は さ らに退 縮 し,か つ軟 弱 にな り,こ れ まで 外部 か ら認 め られ なか った 消化 管が

観察可能 に なる。 また,生 殖 巣 が 肉質 と同 じ半 透 明の 状態 で卵 巣 と精 巣の 識 別 が不 可能 な個 体 も多

数観 察 された。 この時 期 注 目す べ きは,卵 と精 子の 放 出 が同 時的 に進 行 してい ない 生 殖 巣 が2月 下

旬お よび3月 のそれ と比 較 して,は るか に多 い とい うこ とで あ る。 これ らは順 調 に放卵 され な か っ

た ものが大 部分 で あ るが,不 産 出卵 はい びつ な もの や,崩 壊途 上の もの が観 察 された。7月 か ら8
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月は成熟度指数は最も低下する。内部は放卵放精後に認められた不産出生殖細胞は消出し,完 全な

空腔になり,未 熟期の様相を呈する◎9月 から10月 中旬に採集された生殖巣は,未 熟期の生殖巣

の外形や色調,生 殖腺指数と比較して変化は認められない。しかし,組 織学的にみると濾胞期の段

階であ り,精 巣では精原細胞から精母細胞への発達が観察され,卵 巣では小型の卵母細胞が濾胞上

皮に点在する。一部の生殖巣では精細胞および比較的大型の卵母細胞が濾胞中央部へと発達を続け

ている。10月 下旬に成熟度指数は増加し始めるが,ま だ低く2程 度にすぎない。この時期の生殖

腺はやや充実度を増し,精 巣は淡白色,卵 巣は淡榿色に色づきはじめ,消 化管は外部か らは観察で

きず,膨 らみとしてのみ認めることができる。内部では生殖細胞で濾胞中央部は埋まりはじめ成長

期に入る。11月 から12月 に得た個体は成熟度指数がやや低いとい うことを除けば,1月 に検し

た もの とほぼ 同 一 の状 態 で あ った。

考 察

今回の調査では組織豫と肉眼観察ならびに成熟度指数との個体別の対応は観察できなかったが,

組織像 と指数の変化がほぼ一致することから成熟度指数および肉眼観察によ9生 殖巣の発達状態を

推測することができる。すなわち,指 数値が1.5前 後のとき生殖巣は放出後期から未熟期,濾 胞期

にわたる変化 をしてお り,外 見的には卵巣がわずかに淡榿色を示すのを除けば半透明の軟弱な萎縮

した状態である。そして指数値が2程 度になってくると生殖巣は濾胞期から成長期に入る時期であ

り,や や充実度 を増してくる。.さらに指数値が4以 上に発達してくると生殖巣は充実 しはじめ,卵

巣は燈赤色,精 巣は黄白色を呈し,成 熟期の様相を示す。産卵直前には値は平均7程 度にまで上昇

する。また,指 数値が3前 後に低下してきたときには生殖巣は放出期の状態を示し,や や軟弱で卵

巣は淡榿色,精 巣は淡黄白色となる。このように指数値と肉眼観察結果から生殖巣の状態を推察で

き よ う。

本 種 の 産卵 期 は 今 回の 結果 か らす る と,1月 下旬 よ り5月 上 旬 にか け てで あ り,そ の 盛 期 は2月

中旬から3月 上旬であると推察できる。従来,本 種の産卵期について観察した報文は少なく,平 松1!

小林2)が 生殖巣の膨潤.萎 縮状態の肉眼観察に基づいた推定を行っているにすぎない。今回の結果

によれば,生 殖巣が膨潤から萎縮になる時期は組織上の産卵期と対応しているので妥当な推定 とみ

なしてよい。これ ら天然漁獲個体と垂下飼育個体を比較すると産卵盛期はほぼ一致している。

また,二 枚貝類の卵細胞の瀬 に関する組織学的研究は,ム ラサキイガイで澄川18)が,ア サリで

仁の行動と関連して西川ら9)が発表している。これらによれば成熟卵は,染 色体の赤道面上への出

現,真 性仁の消失,卵 核胞の不明瞭など第1減 数分裂前期の特徴を示し,放 出卵は第1減 数分裂中

期であると推論している。宮崎10)も述べているように,こ の期の体内滞留時間は極めて短 く,今 回

の観察では明確な組織像は得 られなかったが,本 種においても第1減 数分裂中期において放卵する

と推定される。仁の行動については卵核胞が10-13μm程 度の時期には核内に2個 の仁が存在



し,20～30μmに 成 長す る と細胞 質 中 へ の放 出 あ るい は放 出 中の 状 態 が観 察 され た。 さ らに1月

下旬か ら3月 下旬 には真 性仁 に染 色仁 が埋 った状 態 の 両性 仁 を形 成 して い るQこ の よ うに仁 の行 動

と卵の熟度 には,何 らか の 関係 が あ りそ うで ある が,詳 細 な検 討 が必要 で あ り,今 後 の 問題 と して

残 され よ う。
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